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数は一九八五年にのべ九億五〇〇〇万人を数えたものの、その後一〇年にわたって低迷を続け、一九九五年はのべ六億四 〇万人にまで落ち込んだ。こ 間、市民の所得水準向上に伴い 私的モータリゼーションが進展した。特に「機車」 （ジーチャ ）と呼ばれる二輪オートバイが爆発的に普及し、路上に溢れかえった。さらに歩道までもが、駐車する機車で埋め尽くされていた。
　一九九〇年代後半、慢性化する交通渋滞
は市民生活に深刻な悪影響を及ぼしていたしかし、その解決のために建設されていた捷運は工事の遅れが続き、一向 開通する兆しがな った。一九九六年には、道路中央部をバス専用にした「公車専用道」が市内中心部に続々と開通し、市民から歓呼の声で迎えられた。長らく低迷 てい バス利用者数も上昇 転じ、公共交通 活気を取り戻した。その後捷運路線が開通・延伸したことによって、一部のバス路線では利用者の転移が見られたものの、捷運と共に市民の足として活躍を続けている。
　台北の街には、その時代を映す特徴的な
































低底盤公車とは、道路から床までの高さが三五センチに低く抑えられ、さらに車内へ上る階段もなくしたことにより、車椅子利用者やお年寄りにとっては無論のこと、誰もが乗り降りしやすいノンステップバスのことである。これは市政府が整備計画を主導し、この一年で二〇〇台の 輌を導入、市内中心部を東西に五路線、南北に三路線合わせて八路線が運行さ ている。これらの路線は、主要道路をほぼ一直 に走行することから、忠孝東路～忠孝西 を運行する路線は「忠孝新幹線」といった具合に道路名称＋新幹線の要領で 線名が付けられた。他に信義、南京、民生、中山、松江、敦化、八徳の各新幹 が運行している。これら低底盤公車は、中興大業巴士グループおよび首都客運グループが各四路線を運行しているが、そのうち前者は、中国福建省のバスメーカー「三陽金龍客車」で製造た車輌を導入したことでも話題を呼んだ。
　このように公車専用道の整備や新幹線公
車の運行など、時代の先端を行く 網構築され 台北の街を、あなた 足で自在に動き回ってほしい。必ずやこ までとは違う街の表情が見えてくるだろう。
　かつて路上を埋めつくしたオートバイと
排気ガスの臭いは影を潜め、二一世紀型市へと歩み続ける街をバスは走り続け 。
（うい 　りょうすけ／フリーライター）
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⑧「公車専用道」と呼ばれる、道路中央部のバス専用道路。バス以外の通
行は、深夜を除き禁止されている。バスには道路中央に設けられたホーム
から乗降する。後方に台北駅前のランドマーク「新光人壽大楼」を望む、
重慶民生路口にて
⑨低底盤公車「忠孝新幹線」から降りるお年寄り。誰もが乗り降りしやすい
ノンステップバスに統一されている。路線名を示す電光表示の「新」の字がハー
トマークで囲まれているが、これは新と心の発音が同じことに因んでいる
⑩多数のバスが集まる
ターミナルで、自分が
乗る路線を待つ利用
者。市民の足として、
これからも走り続ける
